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（評価結果の所見） 

本研究領域は、現代社会における「かたち」や「うごき」を表すビッグデータを記述する数学的言

語を開発するなど、数学を基軸に幅広い応用を展開することで新たな学理「データ記述科学」の創出

を目指している。中間評価の段階で期待どおりの成果を挙げているといえる。この中には、既存の数

学理論である最適輸送理論を刷新することにより、細胞分化ダイナミクスを推定する方法を開発する

など、数学研究者が参加しなければ得られなかった成果や、また、本研究領域がなければ考えつかな

かった数学上の成果も含まれる。 

ソーシャルメディアを用いたアウトリーチ活動が、本研究領域以外への普及のみならず、公募研究

と計画研究をつなぐ重要な要素になっている。また、研究者間の連携が十分図られていており、領域

組織相互の協力体制も確立されている。 

本研究領域は、多くのデータを抱える諸分野にとって魅力的である。更なる連携が期待されるが、

それには数学と諸科学分野をつなぐ領域代表者のようなコーディネーターが必要である。本研究領域

の研究活動を通して、このような人材がさらに養成されることが期待される。 

 


